
JAL国際線の取り組み
日本航空では、皆さまに安心してご渡航いただくための取り組みを続けております。
ぜひ安心で快適なJAL便のご利用をご検討ください。
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日本航空 旅客販売推進部

国・地域
入国時の

ワクチン接種要否
ワクチン接種者*1の

隔離有無
渡航上の注意点*2

米国
(ハワイ・グアム含む)

要 なし 陰性証明要。入国3-5日後に一度COVID19検査が必要。

カナダ 不要 なし 陰性証明要。ワクチン接種完了者は入国条件が緩和される。

イギリス 不要 なし
陰性証明要だが、英国政府が認める有効なワクチン接種証明書を所持する場合は不要。
隔離不要だが、入国後２日目までに一度COVID19検査が必要。

フランス 不要 なし
陰性証明要だが、カテゴリーgreen(日本含む）のワクチン接種完了者は不要。
隔離不要だが、衛生パスが無いと公共交通機関を利用できない。

ドイツ 不要 なし 陰性証明要だが、ワクチン接種証明書での代用可。

フィンランド 要 なし ワクチン未接種で入国できる外国籍は限定的。国際線乗り継ぎの場合は不問。

ロシア 不要 なし 陰性証明要。

中国 不要 あり
ワクチン接種は必須ではないが、健康コードの取得要件に影響する。
隔離期間・条件は各省の定めによる。

香港 要 あり
陰性証明要。指定ホテルで14泊強制隔離、4度検査実施。
さらに7日間の自己観察、2度検査実施。

台湾 不要 あり 陰性証明要。14日間隔離あり。

フィリピン 不要 あり 陰性証明ならびにワクチン接種完了が施設隔離免除要件となる。

マレーシア 不要 あり 陰性証明要。ワクチン接種完了者は隔離期間10日間⇒7日間へ緩和措置あり

タイ 不要 なし 陰性証明要。ワクチン接種完了は隔離免除要件の一つとなっている。

インドネシア 要 あり 陰性証明要。ワクチン接種完了者はホテル隔離期間が5日間⇒3日間へ緩和措置あり。

インド 不要 なし 陰性証明要。

日本 不要 あり 陰性証明要。ワクチン接種完了者は自主待機期間14日間⇒10日間へ緩和措置あり。

*1：ワクチン接種者としての認定要件は各国により異なります。詳細は各国大使館へご確認ください。
*2：詳細は各国大使館へご確認ください。

<日本居住の日本国籍の人が渡航する場合> ※下記の情報は2021年11月16日時点での情報となります。最新情報はご渡航前に各国大使館へご確認ください。

＜東南アジア・南アジア＞
バンコク ：週18便運航
シンガポール ：週7便運航
ジャカルタ ：週8便運航
マニラ ：週7便運航
クアラルンプール ：週3便運航
デリー ：週4便運航
ベンガルール ：週1便運航

＜北米＞
ニューヨーク ：週7便運航
ボストン ：週4便運航
シカゴ ：週7便運航
ダラス ：週7便運航
サンフランシスコ ：週7便運航
ロサンゼルス ：週10便運航
サンディエゴ ：週4便運航
シアトル ：週4便運航
バンクーバー ：週3便運航

＜欧州＞
ロンドン ：週10便運航
パリ ：週7便運航
フランクフルト ：週4便運航
ヘルシンキ ：週4便運航
モスクワ ：週1便運航

＜ハワイ＞
ホノルル ：週5便運航(年末年始は臨時便も運航)

＜東アジア＞
広州 ：週1便運航 大連 ：週4便運航
香港 ：週4便運航 台北 ：週7便運航

■各国の入国情報

JAL国際線の運航情報と各国入国情報

■JAL国際線(日本発)の12月運航計画

＜オセアニア＞
シドニー ：週3便運航
メルボルン ：週2便運航

※上記の運航状況は11月24日時点の情報です。また、一部日程で臨時便の運航や運休がございます。最新情報はJAL Webサイトをご確認ください。

国際線



対象期間 2020年12月23日～2022年1月10日(ご出発分)

対象便 JAL国際線（JAL便名JAL運航に限ります）

有効期間 JAL国際線のご搭乗日から31日間有効
*ただしお客さまの居住国内の支援はございませんので、居住国に戻った時点で失効となります。

国際線 -JAL国際線ご利用のすべてのお客さまに無償でご提供-

JALはAllianz Travelと提携し、国際線ご利用のすべてのお客さまに渡航時の新型コロナウイルス感染症陽性判定時に
医療費・検査費・隔離費用がサポートされるサービスを期間限定で無償で提供いたします。
また、世界のどの場所でも渡航先で新型コロナウイルスの感染が疑われる場合に24時間無休で相談ができる窓口を設置し、
コロナ禍における旅を全面的にサポートいたします。

◇VeriFLYご利用条件

路線：JAL国際線の以下路線(他社運航のコードシェア便は除く)

東京発(羽田・成田)→米国行(ハワイ・グアム州を除く) および
ニューヨーク・ボストン・サンディエゴ・サンフランシスコ・シアトル・ダラス・フォートワース発→東京行(羽田・成田)

アプリ：「VeriFLY」 (VeriFLYアプリのサービス提供は、アメリカのDaon社によるものです。)

対象のお客さま：4歳以上(国籍不問)
(同行者設定が可能のため、お子さまの情報などもあわせて代表者さまのアプリへご登録ください。)

運賃：すべての運賃（旅行会社発券の航空券やパッケージツアー、特典航空券も含む）

国際線 デジタル証明書「VeriFLY」導入

「VeriFLY」アプリは、無料のモバイルアプリで、新型コロナウイルス検査証明書やワクチン接種証明書など、事前にご自身で
登録した情報にもとづく渡航資格をアプリ画面に表示させることで、ご搭乗手続きをスムーズに進めることが可能となります。

詳細については、こちら(JAL Webサイト)をご参照ください。

「JALコロナカバー」提供中

◇ 24時間無休の医療・宿泊手配に関するご相談窓口をご用意(日本語対応)

◇ 渡航先での新型コロナウイルス感染症陽性判定時にかかる医療費・検査費・隔離費用をサポート

◇ 医師や保健局から濃厚接触者と判定された場合や、発熱などの疑わしい症状があり

検査や隔離を要請された場合の、陽性判定前の隔離・宿泊費用をサポート

◇ 上記のサービスは無償かつ事前申し込み不要でご提供いたします。

※サポートを受けるには事前連絡が必要です。 新型コロナウイルス感染が疑われる場合は必ずJALコロナカバーサポートにご相談ください。(お客さまご自身で費用を
お支払になった場合、後日これらの費用を申請いただくことはできません。)

「JALコロナカバー」のポイント

「JALコロナカバー」について、
動画でもご案内中！

詳細についてはこちら(JAL Webサイト)をご確認ください。

上記の情報は、2021年11月26日時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

JAL FlySafeの取り組み
JALグループはすべてのお客さまに安全・安心な空の旅をお届けするため、
JALの徹底した感染症対策「JAL FlySafeの取り組み」を続けてまいります。

優れた新型コロナウイルス感染症対策を実施しているエアラインに贈られる「COVID-19 Excellence Awards」が
新設され、JALの感染症対策「JAL FlySafeの取り組み」が評価されました。
SKYTRAX社の「Covid-19 Airline Safety Rating」での最高評価5スターと
APEXの「Health Safety Powered by SimpliFlying Audit」での最高評価Diamondに続き、
3つの認定を受けているのは、日本では唯一、世界でもJALを含めて7社のみです。

https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/verifly/
http://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/jalcoronacover/index.html

